
深山の渓流のほとりに生える多年草。茎は直立して、上部は枝をわけ、高さ20-60cm。葉は頭大羽状に中

から全裂して、長さ6-12cm、頂小葉は楕円形から広卵形、先は円形、側裂片は小さい。茎葉は基部が耳

状に伸び茎を抱く。花期は5-8月。花序は多数の花をつけ、花後に伸びる。萼片は長楕円形から楕円形、長

さ3-3.5mm。花弁は黄色、倒卵形、長さ4.5-7mm。

古い標本が確認されているが不明な点が多い。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Barbarea  orthoceras  Ledeb.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

現状不明

■ 国内分布

北海道、本州中部以北

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

アブラナ科

兵庫県ランク…ヤマガラシ
環境省ランク… －


